
研
究
交
流
促
進
法
及
び
特
定
放
射
光
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯

決
議

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

「
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
（
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

」
の
研
究
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
科
学
技
術
、
特

、

）

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
研
究
開
発
分
野
は
日
進
月
歩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
際
的
な
研
究
開
発
状
況
に
も
注
意
を
払
い
、
開
発

計
画
を
適
宜
見
直
す
等
柔
軟
に
対
応
し
、
世
界
最
先
端
・
最
高
性
能
の
達
成
の
た
め
、
国
は
、
財
政
措
置
等
の
支
援
に
努
め

る
こ
と
。

二
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
に
つ
い
て
は
、
研
究
開
発
、
施
設
の
建
設
及
び
登
録
施
設
利
用
促
進
機
関
の
選
定
に
お
い
て
、

適
正
な
情
報
公
開
を
心
が
け
、
公
正
さ
を
失
わ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
共
用
に
お
い
て
、
透
明
性
の
確
保
及

び
公
平
か
つ
効
率
的
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
措
置
に
対
す
る
十
分
な
支
援
に
努
め
る
こ

と
。

三
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
運
用
に
お
い
て
は
、
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
及
び
開
発
研
究
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に
努
め



る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
急
激
な
社
会
の
変
化
や
研
究
開
発
の
進
展
に
も
対
応
す
る
た
め
、
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
、

い
ず
れ
の
段
階
か
ら
も
産
学
官
の
適
切
な
連
携
・
協
力
に
よ
り
研
究
開
発
を
進
め
る
、
い
わ
ゆ
る
パ
ラ
レ
ル
モ
デ
ル
に
よ
る

研
究
開
発
の
推
進
に
も
努
め
る
こ
と
。

四
、
施
設
・
設
備
の
共
用
に
伴
う
知
的
財
産
権
の
問
題
等
に
つ
い
て
最
大
限
の
注
意
を
払
い
、
問
題
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
。

五
、
民
間
企
業
と
の
研
究
交
流
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
技
術
力
の
高
い
中
小
企
業
に
も
十

分
配
慮
し
、
我
が
国
の
み
な
ら
ず
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
の
た
め
、
有
効
か
つ
効
率
的
な
施
設
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
配

慮
す
る
こ
と
。

六
、
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
等
の
研
究
施
設
の
共
用
を
促
進
す
る
た
め
、
各
機
関
に
お
け
る
体
制
の
整
備
や
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
を
促
す
と
と
も
に
、
国
は
必
要
な
支
援
を
し
つ
つ
、
共
用
に
積
極
的
な
風
土
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
。

七
、
科
学
技
術
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、
特
に
、
児
童
生
徒
が
理
科
や
算
数
・
数
学
へ
の
興
味
・
関
心
を
持
つ

環
境
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
特
定
先
端
大
型
研
究
施
設
の
研
究
内
容
や
成
果
に
つ
い
て
は
、
分

か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
な
ど
広
報
活
動
に
も
努
め
る
こ
と
。



八
、
本
施
設
の
み
な
ら
ず
、
研
究
者
・
技
術
者
や
教
育
・
研
究
機
関
全
般
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
今
後

と
も
研
究
者
・
技
術
者
倫
理
の
確
立
、
適
切
な
業
績
評
価
、
適
正
な
業
務
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

九
、
研
究
交
流
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、
創
造
性
豊
か
な
科
学
技
術
の
振
興
に
重
点
を
置
き
、
研
究
者
が
そ
の
意
欲
や
独
創
性

を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
研
究
環
境
条
件
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
異
分
野
間
の
交
流
も
促
進
す
る
な
ど
研
究
者
等
の

多
様
な
知
識
の
融
合
等
を
図
り
、
時
代
に
即
応
し
た
調
和
の
と
れ
た
総
合
的
研
究
の
推
進
に
も
努
め
る
こ
と
。

十
、
本
法
に
基
づ
い
て
研
究
交
流
及
び
研
究
施
設
の
共
用
を
促
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
で
あ
る
平
和
国

家
の
立
場
を
踏
ま
え
、
全
世
界
の
科
学
技
術
の
発
展
と
国
際
平
和
に
資
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


